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地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
よ
う
や
く
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
西
二
葉
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
ろ
そ
ろ
終
盤
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
九
月
十
四
日
（
土
）
と
十
五
日
（
日
）
に
、
発
掘
調
査
現
場
で
の
説
明

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
、
出
土
し
た
遺い
ぶ
つ物

の
展
示
・
説
明
と
、
現
場
内
で
の
遺い
こ
う構

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ
、
七
百
十
名
も
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
来
場
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
明
和
高

等
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
方
や
ご
縁
の
あ
る
方
々
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
改
め
て
、
歴
史
が
息
づ
い
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
発
掘
調

査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
い
ろ

い
ろ
な
場
面
に
お
い
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
お
話
し
で
き
る
機
会
と
な
り
、
当

方
も
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
説
明
会
の
開
催
お
よ
び
日
々
の
発
掘
調
査
が
安
全
に
遂
行
で
き
て
い
る

の
は
、
明
和
高
校
お
よ
び
工
事
関
係
者
、
地
域
の
方
々
等
の
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
十
一
月
末
で
終
了
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
調
査
課
　
堀ほ
り
き木

真ま

み

こ
美
子
）

　
明
和
高
等
学
校
と
考
古
学

　

太
平
洋
戦
争
後
、
日
本
各
地
で
考
古
学
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
考
古
学
が
各
地
で
広
く
一
般
市

民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
た
め
の
、
自
ら
行
う
真
の
歴
史
探
究
と
し
て
、

考
古
学
が
注
目
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
こ
の
頃
以
降
、
発
掘
調
査
を
含
め
て
高
校
生
ら
に
よ
る
考

古
学
研
究
へ
の
参
画
の
機
会
が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
動
向
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
十
月
に
誕
生
し
た
愛
知
県
立
明
和
高
等
学
校
で
は
、
学
校
統

合
当
初
か
ら
生
徒
さ
ん
の
部
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。『
愛
知
縣
第
一
高
等
女
學
校

史
』（
一
九
八
八
年
刊
行
）
に
は
、
歴
史
研
究
部
の
活
動
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
関

係
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
書
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
に
社
会
科
教
員

引
率
の
も
と
、
三
重
県
多た

ど度
方
面
の
史
跡
を
訪
ね
、
多
度
神
社
（
当
時
）
に
伝
わ
る
平
安
時
代

の
和わ
き
ょ
う鏡
三
十
面
を
拝
観
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
年
三
月
に
は
和わ
ら
く楽
会か
い
か
ん館
で
「
考
古
学
展
覧
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
生
徒
ら
は
笠か
さ
で
ら寺
方
面
で
出
土
し
た
土
器
や
そ
の
他
遺
物

に
つ
い
て
調
べ
、
展
示
方
法
を
考
え
、
考
古
学
年
表
を
作
成
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古

　
地
元
説
明
会
の
開
催
終
了
に
つ
い
て

　

九
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
西
二
葉
町
遺

跡
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
日
、
全
体
説
明
は
、
午
前
十
一
時
か

ら
と
午
後
二
時
か
ら
の
二
回
、
合
計
四
回
実
施
し
、
時
間
内
は
随
時
見
て
頂

け
る
よ
う
に
開
放
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
明
和
高
等
学
校
文
化
祭
「
明
彩 

・
明
和
祭
２
０
２
４
」
の 

開
催
に
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
り
、
計
七
一
〇
名
と
、

と
て
も
多
数
の
方
々
に
ご
来
跡
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

遺
跡
調
査
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
今
後
と
も
調
査
経
過
の
情
報
発
信
を
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
川か
わ
ぞ
え添

和か
ず
あ
き暁

）

屋
大
学
に
着
任
さ
れ
る
澄す
み
だ田
正し
ょ
う
い
ち
一
を

招
い
た
講
演
会
を
開
き
、
と
て
も
盛

況
で
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

戦
時
中
に
で
き
た
名
古
屋
帝
国
大

学
は
、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
九

月
、
文
学
部
、
法
経
学
部
と
文
科
系

学
部
が
創
設
さ
れ
、
総
合
大
学
と
し

て
名
古
屋
大
学
が
誕
生
し
ま
す
。
昭

和
二
十
四
年
五
月
に
新
制
の
名
古
屋

大
学
が
発
足
し
、
こ
の
頃
、
文
学
部

で
は
本
格
的
な
学
部
の
基
礎
作
り
が

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

現
在
は
名
古
屋
城
二
の
丸
跡
地
に
あ

た
る
、
旧
陸
軍
第
三
師し
だ
ん団

歩ほ
へ
い兵

第
六

聯れ
ん
た
い隊
跡
を
使
用
し
、
本
部
の
ほ
か
文

系
学
部
が
入
り
ま
し
た
。

　

澄
田
正
一
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
東
洋

史
学
担
当
と
し
て
第だ
い
は
ち八

高こ
う
と
う
が
っ
こ
う

等
学
校
に
赴
任
、
同

七
月
に
教
授
と
な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
四
年
四

月
よ
り
名
古
屋
大
学
文
学
部
で
考
古
学
概
説
の

授
業
を
担
当
し
、
同
年
八
月
に
助
教
授
に
就
任
、

史
学
科
第
五
講
座
で
考
古
学
の
担
当
教
官
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
学
部
考
古
学
研
究
室

の
主
任
教
授
と
し
て
研
究
室
の
礎
を
築
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
京
都
帝
国
大
学
出
身
で
、
東
洋

考
古
学
で
著
名
で
あ
っ
た
澄
田
に
と
っ
て
、
和

楽
会
館
で
の
講
演
は
名
古
屋
で
の
考
古
学
活
動

の
初
期
で
あ
り
、
こ
の
地
に
根
ざ
し
た
研
究
視

野
を
広
げ
る
契
機
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
入
っ
て
い
た
文
学

部
三
号
館
は
、
か
つ
て
の
第
十
中ち
ゅ
う
た
い隊
兵へ
い
し
ゃ舎
跡
で

し
た
。
現
在
は
犬
山
市
の
博
物
館
明
治
村
に
移

築
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。（
川
添
和
暁
）

0 500m（1 / 15,000）

和楽会館

名古屋大学
名城キャンパス
（1948～1963）

明
和
高
等
学
校

文学部

３号館

文学部

２号館

文学部

１号館

昭和 33 年頃の明和高等学校と名古屋大学の位置
【名古屋市都市計画図「名古屋城」「大津橋」より】

文学部校舎位置は『名古屋大学文学部二十年の歩み』（1968）より　

和楽会館での考古学展開会（昭和 24 年）【「愛知縣第一高等女學校史」（1988）より】
和楽会館は第一高等女学校当時の講堂で、明和高等学校でも使用されていました。

※右から２番目は、名古屋大学 澄田正一 先生
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八
月
・
九
月
実
施
の
調
査
に
つ
い
て

　

前
号
で
は
、
七
月
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
八
月
の
調
査
成
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
棟
エ
リ
ア
24
Ｂ
区
の
中
で
も
北
端
の
24 

Ba
区
で
、
近き
ん
せ
い世

の
整せ
い
ち地

層
（
盛も
り

土ど

）
下
の
遺
構
調
査
を
実
施
し
、
成な
る
せ
け

瀬
家
屋
敷
関
連
の
遺
構
の
ほ
か
、
戦せ
ん
ご
く国

期
に
も
さ
か
の
ぼ

る
可
能
性
の
あ
る
成
瀬
家
屋
敷
地
以
前
の
区く
か
く画

溝み
ぞ

を
調
査
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
先
日
実

施
の
地
元
説
明
会
当
日
配
布
資
料
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
（
左
図
）。
こ
の
配
付
資
料
は
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
も
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

紙
面
の
都
合
も
あ
り
大
変
恐
縮
で
す
が
、
こ
こ
で
は
地
元
説
明
会
以
降
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

音
楽
棟
エ
リ
ア
24
Ｂ
区
北
端
の
24 

Ba
区
の
調
査
終
了
後
、
す
ぐ
に
南
側
に
隣
接
し
て
い
る
24 

Bb
区
の
調
査
に
入
り
ま
し
た
。（
調
査
区
の
位
置
は
、
三
頁
目
下
の
写
真
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。）

地
元
説
明
会
で
は
、
近
世
江
戸
時
代
の
整
地
層
（
盛
土
）
上
面
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
調
査
の
様

子
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　

調
査
区
の
北
西
端
は
で
、
焼や
き
し
お
つ
ぼ

塩
壺
（
食
卓
塩
を
製
造
・
販
売
す
る
容
器
）
が
土
坑
内
で
横
向

き
の
状
態
で
出
土
す
る
様
子
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
説
明
会
後
に
残
り
の
土
を
掘
削
し
て
こ

の
壺
の
表
面
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
表
面
に
刻こ
く
い
ん印

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
刻
印
は
正
方
形
に
近
い

形
で
、
二
重
囲
の
枠
の
中
に
、「
ミみ

な

と
な
と  

藤と
う
ざ
え
も
ん

左
エ
門
」
と
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
か
ら
、
こ
の
刻
印
は
十
七
世
紀
前
半
の
も
の
で
、
焼
塩
壺
登
場
の
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
24 

Ba
区
の
調
査
で
も
同
様
で
し
た
が
、
24
Ｂ
区
調
査
区
北
西
端
は
、
も
と
も
と
の

名
古
屋
台
地
の
基き
ば
ん盤

層
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
近
代
以
降
の
造ぞ
う
せ
い成

が
深
く
ま
で
達

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
調
査
面
の
比
較
的
浅
い
レ
ベ
ル
で
、
江
戸
時
代
の
古
い
段
階
の
遺
構
・

遺
物
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
付
近
に
は
、
さ
ら
に
当
時
の
ゴ
ミ
穴
が
連
続
し
て
あ
る
よ
う

で
、
そ
の
様
子
は
近
々
明
ら
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
杭
が
実
際
に
残
存
し
て
い
た
遺

構
に
つ
い
て
も
掘
削
し
、
そ
の
様
子
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

説
明
会
後
は
、
調
査
区
南
西
端
の
遺
構
調
査
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
成
瀬
家

の
屋
敷
建
物
方
向
に
向
か
っ
て
細
長
く
伸
び
る
整
地
層
を
確
認
し
ま
し
た
。
土
層
断
面
で
見
る

と
、
整
地
は
何
度
も
実
施
さ
れ
、
一
部
凸
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
た
め
、
当

時
の
道
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
道
状
遺
構
に
対
し
て
垂
直

方
向
に
伸
び
る
柱
穴
列
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
柱
列
が
実
は
杭
列
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は

塀
に
伴
う
柱
跡
で
あ
る
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。
し
か
し
、
屋
敷
建
物
の
南
側
の
敷
地

で
場
を
区
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
当
時
の
屋
敷
地
内
で
の
場
の
利
用
を
考
え

る
上
で
の
糸
口
に
な
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
な
お
、
こ
の
柱
穴
跡
の
一
つ
の
埋
土
内
か
ら
は
、

陶
器
の
装
飾
に
付
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
動
物
形
の
製
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
三
頁
上
段

写
真
上
）。
尾
の
形
状
な
ど
か
ら
、
イ
ヌ
を
象
っ
た
モ
ノ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
状
遺
構

の
東
側
で
は
大
き
な
土
坑
が
い
く
つ
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
常と
こ
な
め
や
き

滑
焼
甕か
め

や
、
半は
ん
ど
う
が
め

胴
甕
の
底
部
、

土は
じ
な
べ

師
鍋
の
大
型
破
片
が
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
調
査
は
24 

Bb
区
の
近
世

整
地
層
（
盛
土
）
下
の
遺
構
調
査
、
さ
ら
に
24 

Bc
区
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
西
二
葉
町
遺
跡
発
掘
調
査
も
、
す
で
に
予
定
期
間
の
三
分
の
二
程
度
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
残
り
の
期
間
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
調
査
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
折
に

触
れ
て
、
調
査
成
果
を
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。　
（
川
添
和
暁
）

2NNF24D
7542
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20240523

1

西二葉町遺跡地元説明会資料

開
催
日
時
　
令
和
６
年
９
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

調
査
主
体
　
公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団 

　
　
　
　
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
支
援
　
安
西
工
業
株
式
会
社

　調
査
の
経
緯

　
西
二
葉
町
遺
跡
の
一
角
に
あ
る
県
立
明
和
高
等
学
校
敷

地
内
で
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
の
愛
知
県
教
育
委
員
会
財

務
施
設
課
に
よ
る
校
舎
建
築
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し

て
、
愛
知
県
県
民
文
化
局
よ
り
委
託
を
受
け
て
、
本
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
年
で
あ
る
今
年
度
の
本
調
査

は
、
左
図
の
赤
色
の
区
域
の
二
四
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

対
象
に
、
五
月
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
の
予
定
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
24
Ｄ
区
、24
Ａ
区
と
調
査
は
進
み
、

現
在
は
24
Ｂ
区
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

　
今
回
の
調
査
・
説
明
会
開
催
に
は
、
明
和
高
等
学
校
お

よ
び
戸
田
建
設
株
式
会
社
の
皆
さ
ま
の
格
別
な
ご
配
慮
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
　

　西
二
葉
町
遺
跡
に
つ
い
て

　
西
二
葉
町
遺
跡
は
、
名
古
屋
市
東
区
白
壁
に
位
置
す
る

遺
跡
で
、
そ
の
範
囲
は
、
県
立
明
和
高
等
学
校
敷
地
か
ら

北
東
に
鎮
座
す
る
七な

な
お尾
天て
ん
じ
ん
し
ゃ

神
社
方
面
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
当
地
は
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡
お
よ
び
名
古
屋
城
三

の
丸
遺
跡
の
東
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現
地
表
の
標
高
は

一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
名
古
屋
台
地
が
北
側
に
向
か
っ
て

傾
斜
す
る
台
地
の
崖
ぎ
わ
付
近
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　『
新
修 

名
古
屋
市
史 

資
料
編 

考
古
２
』（
平
成
二
五
年

刊
行
）
に
よ
る
と
、
西
二
葉
町
遺
跡
は
当
地
の
考
古
学
の

先せ
ん
べ
ん鞭

・
吉
田
富
夫
が
「
古
墳
時
代
聚し

ゅ
う
ら
く
し

落
址
」
と
し
た
二

葉
町
遺
跡
に
当
た
る
よ
う
で
す
。
加
え
て
、
明
和
高
等

学
校
敷
地
全
体
に
は
成な

る
せ瀬

隼は
や

人と
の
し
ょ
う正

中な
か
や
し
き

屋
敷
が
所
在
し
て

い
た
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
七
月
に
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
試
掘
調
査
の
結
果
、
確
か
に
埋
蔵
文
化
財

の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
今
回
、
学
校
校
舎
建
築
に
伴
っ
て

本
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
西
二
葉
町

遺
跡
で
の
本
調
査
は
、
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
以
下
の
時
代
の
遺
構
・
遺
物
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

  

一
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代(

奈
良
・
平
安
時
代)

  

二
、
戦
国
期
【 

那
古
野
城
関
連
遺
構
か 

】

  

三
、
近
世
（
江
戸
時
代
）【 

成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷 

】

  

四
、
近
代
か
ら
現
代
（
明
治
時
代
以
降
）【 

愛
知
県
第
一
中
学
校
・

　名
古
屋
帝
国
大
学
・
県
立
第
一
高
等
女
学
校
・
明
和
高
等
学
校 

】

　
　
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
成
瀬
隼
人

正
中
屋
敷
の
様
相
が
発
掘
調
査
で
良
好
に
確
認
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
屋
敷
建
物
跡
・
井
戸
の
ほ
か
、
盛も

り
ど土

や
整せ

い
ち
そ
う

地
層
、

廃は
い
き
ど
こ
う

棄
土
坑
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代
以
降
の

学
校
校
舎
跡
は
、
愛
知
県
に
お
け
る
中
等
・
高
等
教
育
史
を
考

え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
毎
月
の
調
査
の
様
子
は
、『
西
二
葉

町
遺
跡
発
掘
通
信
』
で
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け

れ
ば
是
非
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。
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　江
戸
時
代 

成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
に
つ
い
て

　
成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
関
連
の
遺
構
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
区
全
体
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
跡
で
あ
る
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
24
Ａ
区
お
よ
び
24
Ｂ
区
で
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
建
物
跡
は
大
き
な
河
原
石
を
根
石
に
し
た
掘
立
柱
の
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
場
所
に

何
度
も
立
て
ら
れ
た
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
構
と
し
て
は
井
戸
の
ほ
か
、
24
Ａ
区

と
24
Ｂ
区
で
は
、
江
戸
時
代
の
整
地
層
（
盛
土
）
が
良
好
な
状
態
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
坑
を
掘
っ
て
陶
器
な
ど
の
廃
棄
後
に
埋
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
24 

Ae
区
や
24
Ｂ
区
で

は
、
貝
殻
を
多
く
含
む
場
所
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
24 

Ba
区
で
は
、
貝
殻
の
ほ
か
、
タ
イ
科
な

ど
の
魚
骨
、
鳥
骨
と
と
も
に
シ
カ
の
部
分
骨
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
多
量
の
陶
器
の

ほ
か
焼や

き
し
お
つ
ぼ

塩
壺
と
い
わ
れ
る
素
焼
き
の
容
器
も
出
土
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
な
ど
を
廃
棄
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
24 

Ae
区
で
は
、
カ
マ
ド
と
考
え
ら
れ
る
火
床
（
炉
跡
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
24
Ｄ
区
で
は
多
量
の
瓦
が
廃
棄
さ
れ
た
堆
積
層
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
恐
ら
く
明
治
初
頭

に
屋
敷
地
が
解
体
さ
れ
な
ら
し
た
時
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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24Ba 区 全体写真【 上が東、体育館側 】
写真左は近代整地層下面での遺構掘削状況 、

写真右は近代整地層上面での遺構掘削状況 です。
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令和６年度西二葉町遺跡調査区と成瀬隼人正中屋敷位置図（ 縮尺 1/2,000 ）
【 屋敷絵図面は、公益財団法人 犬山城白帝文庫蔵】

　絵図面の作成および記載対象物の年代は不詳ですが、屋敷地の基本的な構造は、
江戸時代を通じて大きな変化は無かったようです。絵図面では 24Ae 区の北端に
あたる場所にはカマドの印しがあります。今回の調査では、板石で構築された火
床が見つかっており、絵図面の内容を裏付けることができています。

24Ae 区調査写真　江戸時代の遺構調査
【  遺構を掘り上げた状態の上空写真　上が北 】

柱穴、溝、井戸、炉跡などの配置がよく分かります。
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柱穴

屋敷建物跡

地元説明会
印刷配布資料

※愛知県埋蔵文化
財センター HP よ
りダウンロードで
きます。

刻印のある焼塩壺（白矢印は刻印部分）

アクセスは
こちらから

杭の残存していた杭列

柱穴跡から出土した動物形陶製品（イヌ形か）

調査区南西端の様子（白線は道状遺構の断面形状）

明和高等学校
旧本館基礎跡

成瀬家屋敷建物関連柱列跡

24Ba区
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24Bc区

杭 列

柱穴もしくは杭列
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24Bb 区 近世整地層（盛土）上の遺構全体写真（上が北）

柱穴跡
土坑群




